
〒650-0024
神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎

TEL:078-331-5924 email:hyogo28_hsatt_kinki@maff.go.jp

vol.59

農政局だより＠ひょうご
農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）

2021.02

地域農業の課題解決に向けた意見交換を実施しました

兵庫県拠点は、例年対面で実施している市町農政担当者やＪＡ担当者等への令和２年度第
３次補正予算及び令和３年度予算概算決定の概要説明と意見交換を１月下旬から２月中旬に
かけて、関係機関の皆様のご協力により、ウェブ会議方式にて実施しました。

農林水産省では、令和2年から3年までの冬期の大雪により被災された農林漁業者の皆様が、
営農意欲を失わず1日も早く経営再開ができるように、農林水産関係被害への支援対策を取
りまとめました。

令和2年から3年までの冬期の大雪に関する情報について

https://www.maff.go.jp/j/saigai/setgai/ooyuki_2020-2021.html

担当者より概算要求時からの変更内容等を中
心に説明を行い、その後に関係機関の皆様と各
事業に関する質疑、地域農業の課題等について
の意見交換を行いました。

～ 市町農政担当者及びＪＡ担当者等の皆様と ～

新型コロナウイルスの影響もあり、社会全体
のデジタル化が加速化しているなか、農林水産
省では、ウェブ会議などのデジタル技術を活用
した説明会・意見交換等を積極的に実施してい
ます。

①被災した農業用ハウスや畜舎等の再建・修繕と、併せて行う撤去に必要な経費を支援
また、事前着工による早期の復旧を促進

（※各事業の内容や公募に関する情報を確認できます。）

【農林水産省ＨＰ】

（詳しくは、こちら）

②果樹の枝折れに対する修復や、倒伏等に伴って植替え（改植）に必要な経費を支援

③農作物の被害や育苗ハウスの倒壊に伴い、追加的な防除・施肥、種子・種苗・融雪剤等
の確保に必要な経費を支援
周辺の育苗施設から被災地域へ水稲等の種苗を融通するための輸送に要する経費も支援

○一日でも早い農林漁業者の経営再建に向けきめ細やかな支援を実施

支援対策の考え方



ブランド名「瀬戸内しいたけ」として、百貨店、スー
パー、直売所などで販売しており、消費者の方からは、
「肉厚で大きいね」と評判です。冬の寒い時期のお鍋の
食材としてたくさん食べてもらいたいです。

しいたけ農園を継承し、経営規模の拡大を目指して！

〈深山農園株式会社 深山 陽一朗さん〉

相生市矢野町で、しいたけ、きくらげなどを栽培されて
いる、深山農園株式会社の深山陽一朗さんにお話しを伺い
ました。

大学卒業後、銀行に就職し、農業や再生医療などの新規
ビジネスを担当していました。
自身でもベンチャー企業を立ち上げようと考えていまし

たが、業務を通して、一から会社を立ち上げることの難し
さを実感し、父親が実家のしいたけ農園を自分の代で畳む
ことを考えていたことから、それなら私が継ごうと思い平
成28年に継承しました。

しいたけ栽培の菌床には、おがくずに牡蠣殻粉末など
を加えています。また、栽培には、温度、湿度（水）、
光、二酸化炭素、物理的な衝撃が重要であり、一年を通
して肉厚で大きく育つよう、良い環境を「しいたけ」に
与えることを心掛けています。

ビジネスとして考えると、しいたけ栽培のみで経営
規模を拡大するには難しいと感じて、きくらげ、なめ
こ、にんにく栽培に取り組んでいます。全国３位のに
んにく産地である香川県が廃菌床を使っていることか
ら、にんにく栽培にも取り組んでおり、結果が良けれ
ば廃菌床の販売を手掛けていきたいと考えています。

－農業を始めたきっかけは？－

－どのような農業をされていますか？－

－今後の経営展望を聞かせてください－

また、まつたけのように､栽培が不可能と言われてい
るきのこの人工栽培へのチャレンジや、しいたけ栽培
の高度化のため、収穫時期のＡＩ予測の導入などにも
取り組んでいきたいと思っています。

栽培規模を徐々に拡大し､今では20棟のハウスで栽培し
ています。

<なめこ株>

<肉厚で大きく育った・しいたけ>

（詳しくは、こちら）

農林水産省及び全国担い手育成総合支援協議会は、意欲と能力のある農業者の一層の経営
発展を図るため、農業経営の改善や地域農業の振興・活性化に優れた功績を挙げた農業者を
表彰しています。今般、令和２年度全国優良経営体表彰の各賞の受賞者を決定しました。

「令和２年度全国優良経営体表彰」の受賞者決定

～ 農林水産大臣賞にアイ・エス・フーズ株式会社（南あわじ市） ～

https://www.maff.go.jp/j/press/keiei/keiei/210115.html

兵庫県からは、南あわじ市のアイ・エス・フーズ株式会社（代表：酒井恵司氏）が、
農林水産大臣賞（経営改善部門）を受賞されましたので、お知らせします。



（詳しくは、こちら）

全国地産地消推進協議会は農林水産省とともに、令和2年度地産地消等優良活動表彰を主
催しており、地産地消や国産農林水産物・食品の消費拡大の更なる推進に資することを目的
に、全国各地の創意工夫のある様々な地産地消や国産農林水産物・食品の消費拡大に取り組
んでいる団体・企業や個人の優れた取組を表彰しています。

https://www.maff.go.jp/j/press/shokusan/renkei/210118_16.html

「令和2年度地産地消等優良活動表彰」 の受賞者決定

「令和２年度鳥獣対策優良活動表彰」の受賞者決定
～ 農村振興局長賞に 相生市矢野町小河(おうご)集落 ～

農林水産省は、鳥獣被害防止や捕獲した鳥獣の食肉（ジビエ）の利活用等に取り組み、
地域に貢献している個人や団体を表彰する「鳥獣対策優良活動表彰」を実施しています。
今般、令和２年度における農林水産大臣賞と農村振興局長賞の受賞者を決定しました。

兵庫県からは、相生市矢野町小河集落（総代：勝谷秀史氏）が農村振興局長賞（被害
防止部門（団体））を受賞されましたのでお知らせします。

＜ 取 組 概 要 ＞

～ 農林水産大臣賞に 農事組合法人 八幡営農組合（加古川市） ～

兵庫県からは、加古川市の農事組合法人 八幡営農組合が農林水産大臣賞【生産部門】
を受賞されましたのでお知らせします。

日本初のデュラム小麦（パスタ用小麦。農研機構と日本製粉が開発）の生産を試行錯誤
し確立。市内のオーマイ株式会社工場で製麺し、地域の特産物として、日本初の純国産パ
スタ「加古川パスタ」を誕生させ、JA直売所や地元スーパーでの販売、飲食店でのメ
ニュー化、市内小・中・養護学校への学校給食への導入等地域ブランドとして展開。

＜ 取 組 概 要 ＞

https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/shigen/210129.html（詳しくは、こちら）

集落の自主的な取組による侵入防止柵の設置や全戸出役による点検管理に加え、緩衝帯
の整備やICT檻等を活用した集落ぐるみの捕獲の取組により被害を大きく軽減。

令和2年度「未来につながる持続可能な農業推進コンクール」の受賞者決定

農林水産省は、農業生産活動の持続性を確保するため、農業の自然循環機能を生かし、農
業生産に由来する環境への負荷を低減する取組として、有機農業をはじめとする環境保全型
農業を推進するとともに、食品安全、環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理等の持
続可能性を確保するための一連の取組であるGAPを推進しており、持続可能な農業の確立を
目指し、意欲的に経営や技術の改善等に取り組んでいる農業者等を表彰しています。

（詳しくは、こちら）

～ 農林水産大臣賞に たじま農業協同組合（豊岡市） ～

兵庫県からは、たじま農業協同組合（豊岡市）が農林水産大臣賞【有機農業・環境保全型
農業部門】を受賞されましたのでお知らせします。

http://www.maff.go.jp/j/press/seisan/kankyo/210212.html

たじま農業協同組合での、「地域一体となった取組の推進」「 JA が多様な取組を主導」
「持続的な農業生産の推進」等の取組を以下のサイトで紹介しています。



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2021.02

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

どうして２月は28日までなのでしょう。今は1月が1年の始まりですが、大昔のローマでは3月が
1年の始まりとされ、縁起のいい数字をあてはめ1か月を29日か31日として暦を作ったところ、最
後の2月が28となってしまったそうです。その後、1か月は30日か31日に変わったのですが、1年
を365日とするため、今でも一番短い月は2月ということになっているそうです。技術の進歩によ
り、人工知能（AI）や情報通信技術（ICT）がスマート農業など様々な分野に活用されている現代
に大昔に決められたことが今も使われているのは不思議な感じがします。（Ｍ．Ｔ）

編集後記


